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BIO3 気象庁 WINDAS ・ 境界層 レー ダー を用いた台風 0221 号中心付近 の観測
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1　 は じめ に

台風 0221号に伴 う風速変動を調べ るため、本年度

春季大会 （つ くば；C307）では気象庁 WINDAS デー

タを用い た初期解析結果として 、 台風に伴う平均的

な風速場におい ては台風前面では下層で吹き込む風 、

上層で吹き出す風、台風後面では吹き出す風が見ら

れた こ と 、 特に 強い 反時計回 り成分の 風が台風中心

からの 距離 150km 付近に見られた こ と、などを報

告 した 。

　今回は それに 引続き、台風申心が特に接近 した

WINDAS （水戸）デー
タ と通信総合研究所 （CRL ）の

境界層 レーダー
（BLR ）データを用い 、特に台風中

心付近の風速変動、 及びそれ と降水帯との 対応を調

べ た 。 WINDAS データは気象庁か らデータ提供を

受け、1分値データを 5 分平均 して用い 、 CRL デー

タは 5 分値デー
タを 10 分平均 して用い た。 また今

回 も Teshiba　et　al．（2001）で用い た仮定を同様に適

用 し、 水平風の観測値か ら台風の 地上で の移動速度

を差 し引 くこ とでシステムに相対的な風速変動を調

べ た。

2　解析結果

図 1 に水戸 （WINDAS ）における接線風とエ コ
ー
強　 te．e

度の距離一高度分布を示す。台風前面の 中心か らの距

離 120km 以遠で は強エ コ
ーが高度 9km 付近まで鉛　　
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直に伸び、エ コ
ー頂高度の 高い 対流雲が連続 して通
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に高度 2km 付近が強くな っ て い る。 また 、 台風前

面の 40〜 120km では エ コ
ー頂高度が低 く高度 2km

程度である 。 こ の領域で も強エ コ ーと強い 反時計回

り成分の風がよく対応して い る 。 台風前面の 40km

から台風後面の 50k 皿 までは弱い反時計回 り成分及

び時計回 り成分が卓越 して い る。台風後面の 120km

付近には強エ コ
ーが見られ、これは気象庁現業レー

ダーの 高度 2km での エ コ ー強度データにより、台風

台風後面では、水戸で も見られ た台風 に伴う降水帯

に対応する強エ コ ーを中心か らの距離 120km 付近

に観測して い たが、これに対応する風速変動は見ら

れなか っ た 。 台風後面での それ以 外の時間帯では 、

エ コ
ー頂高度は約 2km で、強エ コ

ー内で は反時計

回り成分の風が強まっ て い た 。

3　 ま とめ

台風中心付近の風速変動と降水雲 との 対応を調べ

た結果、台風前面 ・後面にか かわ らず強エ コ
ー内部

で接線風速が強まっ て い た。 ただ 、 台風後面 120km

付近に存在した降水帯内部では特に 風速変動を伴っ

て い なかっ た 。 今後は こ の台風のみならず他の台風

につ い ても 、 今回の 台風で見られ た降水帯 と接線風

との対応を調べ る予定である。
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一方、地形の影響で停滞して い ると考えられる降水　　n．e

帯が北北東一南南西方向に伸びて い たため、CRL （小

金井）では、台風固有の降水帯ではな く、 こ の地形性　　
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降水帯を観測し て い たと考え られる。エ コ ー頂高度

は台風 前面で約 7km で 、 水戸での 降水雲の エ コ ー

頂高度 とはかな り異なっ て い た。 接線風は高度 7km

付近まで強い 反時計回 り成分が見られ 、 特に高度 2

km 付近に強い接線風を観測 して い た 。
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図 1： 水戸 にお ける （a）接線風、（b）エ コ
ー

強度の 台風 中

心からの距離一高度分布。接線風の 正 （負）は反時計回 り

（時計回り）成分を表す。 また、距離 の 正 （負）は台風中心

が 近づ く（遠ざか る）時を 表す。
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